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第

3
次
魚
津
市
行
政
改
革
大
綱
を
制
定
し
ま
し
た
ら

国
や
地
方
の
財
政
状
況
が
、
厳
し
く
な
っ
た
昨
今
、
新
聞
や
テ
レ
ヒ

の
ニ
ュ
ー
ス
で
「
行
政
改
革」

の
言
葉
を
目
に
し
な
い
日
は
無
い
と
言

っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
行
政
改
革
と
は
何
な
の
か
?

そ
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い
、
ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
か
。

今
回
は
魚
津
市
の
行
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
行
政
改
革
】
・
:
ぎ
ょ
う
せ
い
か
い
か
く

国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
機
関
に
つ
い

て
、
そ
の
組
織
や
運
営
を
内
外
の
変
化
に
適

応
し
た
も
の
に
変
え
る
こ
と
。
組
織
の
統
廃

合
、
事
務
の
効
率
化
、
規
制
緩
和
な
ど
を
目

的
と
す
る
。
行
革
と
略
し
て
称
さ
れ
る
こ
と

も
多
い
。

(
新
辞
林

三
省
堂
よ
り
)

地
方
で
の
行
政
改
革
で
は
、
職
員
数
の
削

減
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
や
肥
大
し
た
組
織

の
ス
リ
ム
化
、
業
務
の
民
間
委
託
、

I
T
導

入
に
よ
る
事
務
効
率
向
上
や
公
共
工
事
の
見

直
し
な
ど
が
具
体
的
な
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
る
昨
今

は
、
よ
り
現
実
的
、
実
効
性
の
伴
う
行
政
改

革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

魚
津
市
行
政
改
革

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

魚
津
市
で
は
平
成
8
年
2
月
に
最
初
の
行

政
改
革
大
綱
を
策
定
。
平
成
ロ
年
度
か
ら
は
、

平
成
凶
年
度
を
最
終
年
度
と
す
る
第
2
次
魚

津
市
行
政
改
革
大
綱
に
よ
り
、
市
民
サ
ー

ビ

ス
の
向
上
や
行
政
の
簡
素

・
効
率
化
を
目
指

し
、
行
政
改
革
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
成
果

・
職
員
数
を
職
員
定
数
条
例
か
ら

4
%削
減

し
5
0
0
人
と
す
る
目
標
を
、
平
成
日
年

4
月
1
日
現
在
4
7
9
人
で
達
成

・
組
織
機
構
を

l
室
4
部
制
か
ら

4
部
制
へ

の
ス
リ
ム
化
を
実
現

・
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
を
試
行
し
、
施

策
や
事
業
の
改
善

・
見
直
し
を
行
う
と
と

も
に
、
経
営
感
覚
、
市
民
満
足
度
の
観
点

か
ら
職
員
の
意
識
改
革
に
努
め
た

・
職
員

一
人
に

1
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
配
置
し
、

事
務
効
率
の
向
上
に
努
め
た

こ
れ
か
ら
の
新
た
な
行
政

改
革
へ
の
取
り
組
み

平
成
ロ
年
4
月
1
日
の
地
方
分
権
一
括
法

の
施
行
に
よ
り
、
国
と
地
方
自
治
体
の
関
係

は
、
「上
下

・
主
従
」
か
ら
「
対
等

・
協
力
」

の
関
係
に
大
き
く
変
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

魚
津
市
に
お
い
て
も
、
第
3
次
魚
津
市
総
合

計
画
に
基
づ
き
、
重
要
課
題
で
あ
る
①
産
業

の
活
性
化、

②
魅
力
あ
る
定
住
環
境
の
整
備
、

③
明
日
を
担
う
人
σ

つ
く
り
、
④
効
率
的
な
行

財
政
運
営
の
確
立
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
現
在
の
行
財
政
を
取
り

巻
く
厳
し
い
環
境
の
中
で
、
急
速
な
少
子
高

齢
化
の
進
行
や
社
会
経
済
の
変
化
に
よ
る
市

民
ニ
l
ズ
の
多
様
化
・

高
度
化
に
対
応
し
、



行
政
の
簡
素

・
効
率
化
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
効
率
的
で
市
民
に

信
頼
さ
れ
る
行
政
運
営
に
努
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、
市
民
や

市
議
会
の
意
向
を
総
合
的
に
判
断
し
、
魚
津

市
と
滑
川
市
が
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新

た
な
ま
ち
、
、
つ
く
り
を
目
指
す
方
向
を
選
択
し

ま
し
た
。
現
時
点
で
は
そ
の
実
現
が
困
難
な

状
況
に
あ
り
、
当
面
は
、

一
層
の
行
財
政
改

革
を
進
め
な
が
ら
、
魚
津
市
単
独
を
念
頭
に

市
政
運
営
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す。
こ
の
よ
う
な
状
況
も
踏
ま
え
、
第

2
次
大

綱
の
見
直
し
を

1
年
前
倒
し
し
て
行
い
、
第

3
次
魚
津
市
行
政
改
革
大
綱
を
作
成
し
、
行

政
改
革
を
強
力
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

大第3次魚津市行政改革大綱についての補足

推進期間

平成16年度から初年度までの 5か年間

推進体制

第 3次大綱の推進については、庁内組織で

ある魚津市行政改革推進協議会が中心となり

全庁的体制で取り組むほか、その推進状況を

定期的に市民の代表者からなる魚津市行政改

革推進委員会に報告するとともに、市民に広

く公表し、意見の反映に努めるものとします。

続
た
に
取
り
組
む
『
ヤ
タ
シ
冨
』
@
故
車

行
政
改
革
推
進
の

5
本
柱

①
市
民
の
起
点
に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
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の
転
換
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一
②
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と
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に
歩
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、
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テ
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④
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第
一
⑤
財
政
制
度
の
改
革

-
市
民
が
主
役
で
あ
る
聞
か
れ
た
行
政
運
営

の
推
進

市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
地
域
、
、
つ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
が
主
役
と
な
る
行

政
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
公
正
・透
明
な

行
政
運
営
を
確
保
し
ま
す
。

-
市
民
ニ

i
ズ
に
対
応
で
き
る
、
簡
素
で
効

率
的
な
行
政
体
制
の
整
備

市
民
の
多
様
な
ニ

l
ズ
に
的
確
に
対
応
で

き
る
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
体
制
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
個
性
豊
か
で
魅
力
あ
る
地

域
J

つ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
職
員
の
意
識
改

革
と
組
織
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
市
民
負
担
軽
減
の
た
め
、
手

続
の
簡
素
、
迅
速
化
を
図
る
な
ど
行
政
運
営

方
法
の
改
革
を
図
り
、
活
力
あ
る
行
政
を
推

進
し
ま
す
。

-
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

最
小
の
費
用
で
最
大
の
効
果
が
発
揮
で
き

る
よ
う
、
よ
り
効
率
的
、
効
果
的
な
行
政
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、

…l
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

の
作
成
、
・…
2
P
F
I
方
式
の
研
究
等
を
進
め
、

計
画
的
で
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

民間企業でいうところの貸借対照表(広報2月号4~ 5 P参照)

プライベー卜 ・ファイナンス ・イ二シアティフ。社会資本の整備を民間事業化する政策



一市
民
の
起
点
に
立
っ
た

:
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
転
換

①
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
利
便
性
の
向
上

各
種
行
政
手
続
の
処
理
期
間
の
短
縮
や
簡

素
化
を
進
め
、
窓
口
業
務
の
見
直
し
ゃ
職
員

の
接
遇
向
上
を
図
り
ま
す
。
誰
も
が
快
適
に

市
役
所
の
窓
口
を
利
用
で
き
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

②
広
報
広
聴
機
能
の
充
実

市
民
の
誰
も
が
手
軽
に
行
政
情
報
を
入
手

で
き
る
よ
う
な
広
報
誌

・
ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
等

の
充
実
、
ま
た
、
市
民
の
声
が
行
政
に
反
映

し
や
す
く
な
る
よ
う
な
広
聴
施
策
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

一
広
報
誌
の
制
作
に
は
「
広
報
モ
ニ

タ
ー
」

の
み
な
さ
ん
の
声
が
反
映
さ
れ
て
い
ま

す
。
あ
な
た
の
ご
意
見
を
広
報
、‘
つ
く
り

に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

モ
ニ
タ

ー
希
望
の
方
は
左
ぺ

l
ジ
下

段
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ー
市
民
と
と
も
に
歩
む
、

J
開
か
れ
た
行
政
の
展
開

除

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
E
l
l
l
i
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

①
市
民
参
画

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
(
市
の
施
策
案
な

ど
を
事
前
に
公
表
し
、
そ
れ
に
対
し
て
出
さ

れ
た
意
見
や
情
報
を
考
慮
し
て
意
思
決
定
を

行
う
制
度
)
等
、
市
民
が
持
つ
知
恵
を
行
政

へ
反
映
さ
せ
る
事
や
審
議
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
研
究
し
、
市
民
の
行
政
へ
の
参
画
を
拡

充
し
ま
す
。

②
情
報
の
提
供
及
び
共
有

市
民
へ
の
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行
い
、

情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
情
報
公
開
制

度
の
適
正
な
運
用
に
努
め
、
よ
り
開
か
れ
た

市
政
運
営
を
め
ざ
し
ま
す
。

③
個
人
情
報
の
保
護

個
人
の
権
利
や
利
益
を
保
護
し
、
行
政
に

対
す
る
信
頼
を
確
保
す
る
た
め
、
個
人
情
報

の
適
正
な
取
り
扱
い
を
目
的
と
す
る
個
人
情

報
保
護
施
策
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

④
民
間
と
の
連
携
の
強
化

市
民
と
行
政
が
一
緒
に
考
え
、
行
動
す
る

ま
ち
ず
つ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
、
地
域
の
団

体
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
公
共
サ

ー
ビ
ス

の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
る

N
P

O
(民
間
非
営
利
団
体
)
等
と
の
連
携
に
つ
い

て
も
検
討
し
ま
す
。

3
一行
政
シ
ス
テ
ム
の
改
革

①
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
事
務
事
業
の

整
理
合
理
化

事
務
事
業
の
目
標
や
成
果
を
わ
か
り
や
す

く
数
値
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
達

成
度
や
効
率
の
面
か
ら
客
観
的
に
評
価
す
る

事
務
事
業
評
価
等
の
新
た
な
行
政
評
価
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

ス
ク
ラ
ッ
プ

・
ア
ン
ド

・
ビ
ル
ド
(
組
織

や
事
業
等
を
新
設
す
る
場
合
に
は
、
既
存
の

も
の
を
改
廃
し
、
全
体
と
し
て
の
増
大
を
防

ご
う
と
す
る
方
式
)
の
徹
底
に
よ
る
事
務
事

業
の
整
理
合
理
化
を
推
進
し
ま
す
。

②
民
間
委
託
の
推
進

民
間
へ
の
委
託
が
適
当
な
事
務
事
業
に
つ

い
て
は
、
行
政
の
責
任
確
保
に
留
意
し
て
、

積
極
的
に
委
託
を
推
進
し
ま
す
。

③
そ
の
他

補
助
金
の
整
理
合
理
化
、
情
報

通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
電
子
市
役
所
の
構

築
、
公
共
施
設
の
管
理
運
営
の
改
善
な
ど
に

努
め
ま
す
。

.s 
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___il ¥r: z; 
大電子市役所の構築によって、各

家庭から、各種の申請や公共施

設の予約ができるようにするた

めの研究を進めます。

• 

4
一人
事
制
度
の
改
革

財
政
上
大
き
な
割
合
を
占
め
る
人
件
費
に

つ
い
て
、
今
後
印
年
間
で
総
人
件
費
の
約

加
%
削
減
達
成
を
基
本
目
標
と
し
ま
す
。

①
魚
津
市
定
員
適
正
化
計
画
の
作
成

平
成
凶
年
度
か
ら
初
年
度
の
計
画
期
間
で

魚
津
市
定
員
適
正
化
計
画
を
作
成
し
、
適
正

な
定
員
の
管
理
に
努
め
ま
す
。

定
員
の
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、
事
務
事
業

の
見
直
し
、
組
織
機
構
の
簡
素
合
理
化
、
民

間
委
託
、

I
T
化
等
を
積
極
的
に
進
め
、
新

た
な
行
政
需
要
に
対
し
て
も
、
原
則
と
し
て

ス
ク
ラ
ッ
プ

・
ア
ン
ド

・
ビ
ル
ド
に
よ
る
職

員
の
配
置
転
換
に
よ
っ
て
対
処
す
る
よ
う
努

め
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

4
年
後
の
平
成
初

年
度
当
初
に
お
け
る
本
市
職
員
数
を
現
在

の
4
7
9
人
か
ら

4
4
0人
以
下
と
し
ま
す
。

②
新
た
な
人
事
制
度
及
び
給
与
制
度
の
確
立

職
員
研
修
の
充
実
や
人
事
管
理
の
見
直
し

に
よ
り
、
職
員
の
意
欲
、
能
力
、
適
性
に
合

わ
せ
た
人
材
の
育
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
と
の
均
衡
等
を
十

分
考
慮
し
、
適
正
な
給
与
制
度
と
そ
の
運
用

に
努
め
ま
す
。



地
域
社
会
の
高
齢
化
や
地
方
分
権
に
よ
り

増
大
す
る
行
政
-
一
l
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

財
政
基
盤
の
強
化、

ま
た
、
計
画
的
、
効
率

的
な
財
政
運
営
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

①
魚
津
市
財
政
健
全
化
計
画
の
作
成

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
市
民

ニ
l
ズ
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
財
政
基
盤
の
確
立
を
め

ざ
し
て
魚
津
市
財
政
健
全
化
計
画
を
作
成
し
、

健
全
な
財
政
運
営
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま

た、

各
種
施
策
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
厳
し

い
選
択
を
行
い
、
財
源
の
重
点
的
か
つ
効
率

的
配
分
、
経
費
節
減
に
努
め
ま
す
。

②
予
算
編
成
シ
ス
テ
ム
の
改
善

バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
(
民
間
企
業
の
貸
借
対

照
表
)
の
活
用
、
行
政
評
価
、
人
員
配
置

(
人
件
費
)
と
連
動
し
た
予
算
編
成
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
ま
す
。

③
予
算
の
効
率
的
、
効
果
的
な
執
行

公
共
工
事
の

コ
ス
ト
縮
減
、
効
率
的
な
予

算
執
行
に
努
め
ま
す
。

司
司

?
十
十
代
‘ 4

続
た
に
取
り
組
む
『
ヤ
タ
シ
昌
』
@
故
車

行
政
改
革
大
綱
を
「
単
な
る
目
標
」
で
終
わ
ら
せ
な
い

「
行
政
改
革
な
ん
て
目
標
に
過
ぎ
な
い
。

結
局
『
ヤ
ク
シ
ョ
』
は
何
も
変
わ
ら
な
い
。」

と
思
っ
て
い
る
方
も
多
い
は
ず
。
デ
フ
レ
に

よ
る
景
気
低
迷
が
長
引
き
、
市
財
政
の
厳
し

い
状
況
が
続
く
中
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
行

政
を
行
っ
て
い
た
の
で
は
、
高
度
情
報
化
の

進
展
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
等
に
よ
っ
て
、

ま
す
ま
す
多
様
化
・

高
度
化
す
る
市
民

ニ
ー

ズ
に
応
え
て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
、
行
政
が
自
ら
の
改
革
に
よ
っ
て

『
ヤ
ク
シ
ョ
』
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。

貴
行
政
改
革
の
実
現
の
た
め
に

今
後
、
市
民
が
主
役
で
あ
る
地
域
づ
く
り

を
め
ざ
す
に
当
た
っ
て
、
次
の
点
に
留
意
し
、

こ
の
第

3
次
大
綱
に
基
づ
く
行
政
改
革
を
進

め
る
も
の
と
し
ま
す
。

①
行
政
へ
の
市
民
参
画

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

N
P
O
の
公
的
活
動
を

支
援
し
、
市
民
が
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
公

的
分
野
の
担
い
手
と
し
て
活
動
す
る
仕
組
み

♂
つ
く
り
を
進
め
る
な
ど
、
市
民
と
の
新
た
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

(
市
民
と
行
政
が
そ
れ

ぞ
れ
の
責
任
と
役
割
を
果
た
し
、
互
い
に
連

携

・
協
力
し
な
が
ら
、
双
方
向
の
関
係
を
築

く
こ
と
。
)
を
確
立
し
ま
す
。

②
職
員
の
意
識
改
革
と
資
質
向
上

第

3
次
大
綱
の
職
員

へ
の
周
知
徹
底
を
図

る
と
と
も
に
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

や
職
員
研
修
の
充
実
に
よ
り
、
職
員
の
意
識

改
革
、
資
質
向
上

に
取
り
組
み
ま
す
。

③
行
政
改
革
推
進
計
画
の
作
成

第

3
次
大
綱
の
内
容
を
具
体
的
に
実
施
す

る
た
め
、
魚
津
市
行
政
改
革
推
進
計
画
を
作

成
し
ま
す
。

④
行
政
改
革
の
進
行
管
理

同
毎
年
度
、
行
政
改
革
の
実
績
評
価
を
行
い

ま
す
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
今
後
の
具

体
的
取
り
組
み
内
容
な
ど
の
検
討
を
行
い
、

行
政
改
革
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

川
刊
行
政
改
革
の
推
進
状
況
を
、
市
民
の
代
表

者
か
ら
な
る
魚
津
市
行
政
改
革
推
進
委
員

会
に
報
告
し
、
同
委
員
会
の
意
見
を
聴
き
、

そ
の
意
見
の
反
映
に
努
め
ま
す
。

同
第

3
次
大
綱
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
地
方

分
権
の
進
展
、
経
済
情
勢
、
行
政
需
要
等

の
変
動
に
即
応
し
、
適
時
適
切
に
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

以
上
の
取
り
組
み
を
行
い
、
市
民
と
行
政

が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
役
割
を
果
た
せ
る
よ

う、

互
い
に
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
将
来

都
市
像
で
あ
る

「人
と
自
然
と
文
化
が
共
生

す
る
元
気
都
市
“
魚
津
"
」
の
実
現
に
向
け

て
、
様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

※
第
3
次
行
政
改
革
大
綱
は
市
の
ホ

ー
ム
ペ

l

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

・
魚
津
市
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
ア
ド
レ
ス

F
2
hr
¥
¥
老
若
者
・ロ
トけ可
-
C
O
N
C
・け
O
M
占

Bmw・
5

V
問
合
せ
先

総
務
課
行
政

・
防
災
係
(
市
役
所
2
階
)

宮

川
ω
・
1
0
1
9

行
政
改
革
実
現
の
た
め
に
、

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
!

E
F
E
z
-
E
E
E
E
E
 

行
政
改
革
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
、
広
く

市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
お
聴
き
す
る
た

め
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

魚
津
市
に
引
き
続
き

l
年
以
上

在
住
す
る
満
別
歳
以
上
万
歳
未
満
の
方

募
集
人
員

2
名

任
期

2
年
間

応
募
締
切

3
月
初
日
倒

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

総
務
課
行
政

・
防
災
係

(
市
役
所
2
階
)

岱
お

・
1
0
1
9

よ
り
親
し
み
の
あ
る
広
報
誌
を
め
ざ
し

て
、
広
報
に
対
す
る
意
見
や
提
言
を
し
て
い

た
だ
く
「
広
報
モ
ニ

タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

広
報
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

・
モ
ニ

タ
ー
報
告
用
紙
の
提
出
(
月
1
回
)

.
地
域
の
話
題
や
行
事
な
ど
の
情
報
の
提
供

応
募
資
格

市
内
在
住
の
満
別
歳
以
上
の
方

募
集
人
数

5
名
(
応
募
多
数
の
場
合
は
地

域
等
を
考
慮
し
て
決
定
し
ま
す
。
)

任
期

2
年
間

謝
礼

年
1
万
円

応
募
締
切

3
月
初
日
倒
※
当
日
消
印
有
効

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

ハ
ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
職
業

・

電
話
番
号

・
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
明
記
の
上

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

一T
9
3
7

・
8
5
5
5
(
住
所
不
要
)

魚
津
市
役
所
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係

怨
幻

・
1
0
1
5
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の
投
票
日
は

4
月
18 
日
(日)

魚
津
市
議
会
議
員
選
挙
及
び
魚
津
市
長
選
挙

を
次
の
日
程
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

告
示
日

平
成
凶
年

4
月
日
日
同

投
票
日

平
成
同
年

4
月
日
日
同

※
投
票
に
関
す
る
詳
細
事
項
に
つ
い
て
は
広
報

4
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

E
明
同
釈
明
骨
船
四
割

日
時

平
成
凶
年

3
月
幻
日
間

午
後

1
時
初
分
か
ら

市
役
所

3
階
大
会
議
室

会
場

①
指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が

指
定
す
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

で
不
在
者
投
票
を
す
る
制
度
で
す
。

投
票
用
紙
を
病
院
長
等
を
通
じ
て

請
求
し
て
も
ら
い
、
病
院
長
等
が
管

理
す
る
場
所
で
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
代
理
投
票
に
つ
い
て

代
理
投
票
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

情
か
ら
投
票
用
紙
に
自
分
で
書
く
こ

と
が
で
き
な
い
人
が
、
係
員
に
代
筆

し
て
も
ら
う
制
度
で
す
。
投
票
所
の

受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

③
点
字
投
票
に
つ
い
て

点
字
投
票
と
は
、
日
の
不
自
由
な

人
が
、
投
票
用
紙
に
点
字
を
打
っ
て

投
票
す
る
制
度
で
す
。

投
票
所
の

受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
点
字

器
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

係員が代主主
¥主』

③
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
対
象
者

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

身
体
に
重
い
障
害
が
あ
っ
て
投
票

に
行
け
な
い
人
が
、
郵
送
で
投
票
す

る
制
度
で
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
等
が
交
付
さ
れ

て
い
る
人
の
う
ち
、
上
肢
や
両
下
肢
、

視
力
に
著
し
い
障
害
が
あ
る
人
や
介

護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介
護
状
態

区
分
が
要
介
護

5
と
認
定
さ
れ
て
い

る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
な

ど
必
要
書
類
を
請
求
し
、
交
付
さ
れ

た
投
票
用
紙
に
、
自
宅
な
ど
で
記
入

し
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
郵
送
し
ま

す
。
※
こ
の
制
度
へ
の
申
請
に
つ
い
て
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
に
も
各
投
票
所
の
入
口
(
玄
関
)
に
段
差
解
消
ス
ロ
ー
プ
や
介
助

用
の
呼
び
出
し
ブ
ザ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



「
期
目
前
投
票
制
度
」
の
創
設
で
、

よ
り
投
票
し
や
す
く
!

投
票
期
間

選
挙
期
日
の
公
示
日
ま
た
は
告
示
日
の
翌
日
か
ら
選

挙
期
日
の
前
日
ま
で

※
今
回
予
定
さ
れ
て
い
る
魚
津
市
議
会
議
員
選
挙
及
び

魚
津
市
長
選
挙
の
場
合
は
、

4
月
ロ
日
聞
か
ら
げ
日

出
ま
で
が
投
票
期
間
と
な
り
ま
す
。

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
人

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、

レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭

等
の
用
務
が
あ
る
な
ど
一
定
の
事
由
に
該
当
す
る
と
見

込
ま
れ
る
人

※
投
票
の
際
に
は
、
現
行
の
不
在
者
投
票
と
同
じ
く
、

宣
誓
書
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

投
票
場
所

魚
津
市
役
所
第
2
会
議
室
(
2
階
)

投
票
時
間

午
前
8
時
叩
分
か
ら
午
後
8
時
ま
で

大
期
目
前
投
票
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

投
票
日
前
の
投
票
で
あ
っ
て
も
、
投
票
日
に
お
け
る

投
票
と
同
じ
く
、
投
票
用
紙
を
直
接
投
票
箱
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
、
投
票
用
紙
を
内
封
筒
及
び
外
封
筒
に
入

れ
、
外
封
筒
に
署
名
す
る
と
い
っ
た
手
続
き
が
不
要
と

な
る
の
で
、
投
票
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

選
穆
位
闘
す
只
@
お
師
側
R
U

世

_ l 唱F~

1，--， 1 1 1 ¥ 

投票用紙を投票箱へ

↓宜了~~
1¥. ¥ 吟 Hl ¥ 闘争

投票用紙を内封筒に入れ、

更に外封筒に入れ

EF老童福.t~ヨi筆書

.. 

_ l哩.，-'

1，--， 111¥ 

投票用紙を直接投票箱ヘ

-・1iJ.:I;ft百i屯芸・・・

公示日・ 告示日(立候補の

届出日)の翌日からなので、

候補者の氏名がわかるわ。公示日

告示日

前日投票日

口
M

I

l

-

-

票投

L

口凶

一
斗円

口以翌公示日

告示日

V
問
合
せ
先

魚
津
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
市
役
所
2
階
総
務
課
内
)

怨
お

・
1
0
1
9



魚
津
し
ん
き
ろ
う
マ
ラ
ソ
ン
も
、
今
や
全
国
各
地
か

ら
大
勢
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
す
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

よ
り
参
加
し
や
す
い
大
会
を
め
ざ
し
て
、
昨
年
か
ら
ジ
ョ

ギ
ン
グ
の
部

(
2
k
m
)
を
新
設
し
て
い
ま
す
。

日
頃
は
運
動
不
足
な
あ
な
た
も
、
健
康
の
た
め
に
走
っ

て
み
ま
せ
ん
か
?

スター卜時間

10時 40分

10時 50分

11時 00分

10時 00分

10時 00分

種目別区分

①男子35歳未満 ②男子 35歳以上 ③男子 50歳以上

④女子 35歳未満 ⑤女子 35歳以上

⑥男子 35歳未満 ⑦男子 35歳以上 ③男子 50歳以上

⑨男子高校生 ⑪女子 35歳未満 ⑪女子 35歳以上

⑫中学男子 ⑬中学女子 ⑪一般男子 ⑬一般女子

⑬小学男子 (4'"'"'6年) ⑪小学女子(4 '"'"' 6年)

⑬小学 1年生~一般

目

ハーフマラソンの部

5kmの部

2kmの部

ジョギンク.の部(2km)

種

10 kmの部

2，500円高校生3，000円荷量参加料

1，500円小学生2，000円生学中(保険料含む)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

干

9
3
7
・
0
8
0
5

魚
津
市
本
江
3
3
1
1

魚
津
市
総
合
体
育
館
内
「
魚
津
し
ん
き
ろ
う
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局
」

2
n
・
6

5

5

0

m
幻
・

7
4
6
3

大
会
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

時間 業務内容 場所

8:30"，，-， 17:30 ①前日選手受付 魚津市役所

8:00'"'"' 16:00 ②前日会場設営準備 10名 魚津水族館

7:00'"'"' 13:00 ①当日選手受付 10名

7:00'"'"' 13:00 ②アナウンス 1名

8:30'"'"' 9:30 ③手話通訳 1名 魚津水族館

7:00'"'"' 11 :00 ④駐車場整理係 10名

8:00'"'"' 13:00 ⑤給水係 10名

監事国

4/24(土)

4/25 (日)

※ボランティアの申込みは左記のマラソン事務局まで



図目玉屯盟国自国留諸国鐘週図

税の申告はもう済みましたか?

~申告期限は3月15日(月)までです。 自分で書いて、お早めに~

-申告書の記入相談やってます!
3月15日(月)まで(ただし、土曜日、日曜日を除く)

の問、市役所 1階の税務課内で申告書の記入の仕

方について職員が相談に応じています。また、日

程を定めて各地区農協支屈でも申告相談を行いま

すのであ、気軽においでください。

(※日程については広報2月号をご覧ください。)

・申告しないとどうなるの?
申告しなければならない人が、申告しない場合

や、必要な項目が申告書に記入されていない場合

は、所得証明書などが発行できなかったり、各種

控除額の計算ができないため、余分な税金を納め

る事になってしまいます。

納得いく税金が納められるようにするためにも

必ず申告しましょう。

-ru謹直通盛温辺・

-どんな人が申告するの?

今年の 1月 1日現在、魚津市に住所をおいている

方で、平成 15年中に、

①事業所得等のあった方

②給与所得のほかに他の所得があった方

③収入が給与所得のみで、年末調整を受けていない

方、医療費控除などを受けようとする方、新たに扶

養控除などを受けようとする方

④国民健康保険に加入している方(所得のない方でも

申告してくださし¥)

などに該当する場合です。

すでに、税務署に所得税の確定申告書を提出され

た方は住民税の申告書を提出する必要はありません。

砂申告書の提出・間合せ先

干937-8555 (住所不要)

魚津市役所税務課 ft23-1009 

定年まで勤め上げた会社を退職し、国民健康保険に加入

しました。退職者には特別な保険制度があると聞きました

が詳しく教えてもらえませんか?

現在、国民健康保険に加入していて、長年会社や役所などに勤

めて年金を受けている人、およびその扶養家族は老人保健受給者

になるまで「退職者医療制度Jで医療を受けます。

.どんな人が

退職者医療制度を受けるのですか?

以下の条件にすべてあてはまる人が対象です。

①国民健康保険に加入している人

②老人保健の適用を受けていない人

③厚生年金や各種共済組合なとの年金を受けてい

る人で、これらの年金加入期聞が20年以上、も
しくは40歳以後の加入期聞が 10年以上ある人。

※退職被保険者本人の配偶者(事実上婚姻関係と同

様の事情にある人も含む。)また、退職被保険者

本人によって生計を維持している扶養家族も該

当します。詳しくは窓口でお尋ねください。

-いつから退職者医療制度で医療を

受けることになるのですか?

年金を受け取る権利が発生した日から退職医療

制度で医療を受けることになりますが、手続きが

必要です。

年金証書を受取られてから 14日以内に市役所 1

階の 3番窓口・保険介護課国保・老人医療係に届

け出をしてください。

・届け出に必要なもの.

保険証・印かん・年金証書

砂問合せ先

保険介護課国保・老人医療係

(市役所1階) ft23-1011 



憩
い
の
ひ
ろ
ば
は
、
み
な
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
ぺ

l
ジ
で
す
。

各
コ
ー
ナ
ー
に
出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

高一、、 P

み
な
さ
ん
は

「
そ
ば
」
を
自
分

で
打
っ
て
食
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。
実
は
今
、
ち
ま
た
で
、
そ

は
打
ち
が
密
か
な
ブ

l
ム
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

新
川
学
び
の
森
天
神
山
交
流
館

で
は
昨
年
の
春
か
ら

「
そ
ば
打
ち

教
室
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

「
新
川
学
び
の
森
そ
ば
打
ち
愛
好

会
」
は
、
元
々
は
そ
の
教
室
に
参

加
し
た
み
な
さ
ん
で
、
よ
り
自
主

的
な
活
動
を
め
ざ
し
て
結
成
さ
れ

ひそ

「そば打ち」が密かなブーム今、

「新川学びの森そば打ち愛好会Jのみなさん

念
品
?
レ
ム
ん
。

「
そ
は
好
き
な
何
人
か
が
集
ま
っ

て、

『
交
流
館
で
そ
ば
打
ち
教
官
し

で
も
開
い
て
み
る
か
』
と
い
う
の

が
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
。
参
加

者
を
募
集
し
て
み
た
ら
、

予
想
以

企
画
政
策
課

2
n
・
1
0
1
5
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

民
恕
塗
っ
手

g
v
ヌ
ト

l
り
l

6
年
生

長
谷
川

朔
吾
く
ん

ぼ
く
は
、
将
来
画
家
に
な
り
た

い
で
す
。
理
由
は
昔
か
ら
絵
が
好

き
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
小
さ
い
頃

か
ら
、
白
い
広
告
の
裏
を
見
つ
け

て
は
落
書
き
を
し
て
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
将
来
は
画
家
に
な
っ
て

6
年
生

吉
田

葵
さ
ん

私
は
、
将
来
い
ろ
ん
な
人
を
元

気。
つ
け
た
り
、

幸
せ
に
し
た
り
で

き
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
お
母
さ
ん
は
、
仕
事
で
疲

れ
て
い
て
も
お
化
粧
を
し
た
り
マ

ニ
キ
ュ
ア
を
塗

っ
た
り
し
て
い
る

(

)

経

団

小

学

校

j

見
る
人
が
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
な

絵
を
描
き
た
い
で
す
。

ピ
カ
ソ
は
、
自
分
が
生
き
て
い

た
時
代
に
戦
争
が
あ
り
、
そ
の
戦

争
の
恐
ろ
し
さ
や
悲
惨
さ
を

「
ゲ

ル
ニ
カ
」
と
い
う
l
枚
の
絵
に
表

し
、
見
る
人
が
戦
争
の
悲
惨
さ
を

感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
絵
を
描
き

ま
し
た
。
ぼ
く
も
ピ
カ
ソ
の
よ
う

に
絵
に
自
分
の
思
い
を
込
め
、
見

る
人
た
ち
に
感
動
し
て
も
ら
え
る

絵
を
描
き
、
幸
せ
な
気
持
ち
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

と
元
気
に
な
っ
て
笑
顔
に
な
り
ま

す
。
お
化
粧
や
マ
ニ
キ
ュ
ア
に
は

不
思
議
な
力
が
あ
る
の
か
な
ぁ
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
、
人
を

き
れ
い
に
し
て
自
分
も
相
手
も
喜

ん
で
元
気
に
す
る
仕
事
、
ネ

l
ル

ア
l
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ネ
ー

ル
ア

l
ト
の
デ
ザ
イ
ン
や
色
の
勉

強
を
し
て
、
世
界
に

一
つ
だ
け
の

一
人
ひ
と
り
に
ぴ
っ
た
り
の
ネ
ー

ル
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
、
大
勢
の

人
を
喜
ば
せ
た
い
で
す
。



上
の
申
込
み
が
あ
り
、
正
直
驚

き
ま
し
た
。
」
と
話
す
の
は
会
の

代
表
で
あ
る
谷
崎
耕
民
さ
ん
。

(
写
真
前
列
左
か
ら

3
人
目
)

「
教
室
を
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、

『
自
分
た
ち
で
そ
ば
を
栽
培
す
る

と
こ
ろ
か
ら
や
っ

て
み
た
い
』

と
い
う
声
が
挙
が
っ
た
の
で
、

昨
年
の
お
盆
過
ぎ
に
み
ん
な
で

汗
を
か
き
な
が
ら
畑
を
耕
し
、

種
を
ま
き
ま
し
た
。
秋
に
収
穫

し
、
そ
ば
の
実
を
粉
に
ひ
い
て
、

み
ん
な
で
そ
ば
作
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。
全
て
が
自
分
た
ち
の

手
a

つ
く
り
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
味
は
格
別
!

も
う
、

み

ん
な
そ
ば
打
ち
の
魅
力
に
と
り

つ
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。」

と
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
そ
ば
打
ち
教
室
は
他

に
も
あ
る
で
し
ょ
う
け
ど
、
種

を
ま
く
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
の

は
、
ウ
チ
だ
け
じ
ゃ
な
い
か
な
。

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
と
、

ど

う
し
た
ら
も
っ
と
美
味
し
い
そ

ば
に
な
る
か
考
え
合
い
な
が
ら
、

楽
し
く
会
を
運
営
し
て
い
き
た

い
で
す
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

様
々
な
食
べ
物
が
あ
ふ
れ
る

現
代
社
会
、
売
っ
て
い
る
も
の

を
簡
単
に
食
べ
る
事
が
で
き
る

の
は
便
利
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

「
自
分
で
作
っ
た
も
の
」
を
食
す

こ
と
で
、
食
べ
物
の
あ
り
が
た

さ
を
再
確
認
し
て
み
る
の
も
良

い
体
験
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
だ
け
ど

温
か
い
魚
津
の
人

そ
ば
打
ち
体
験
会
開
催
日
時

5
月
幻
日
間
午
前
9
時
初
分
か
ら

参
加
費

1
0
0
0
円
(材
料
代
等
)

申
込
み
締
切

4
月
初
日
閃

定

員

別

名

(先
着
順

・
定
員
に
な
り
次
第
締
切
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先
・
会
場

新
川
学
び
の
森
天
神
山
交
流
館

包
汎

・
7
0
0
1

チ
ュ
ー
リ

ッ
プ

テ
レ
ビ
新
川
支
局
記
者

j宰

真
実

さ

ん

(婦
中
町
出
身
)

新
川
支
局
に
赴
任
し
て
、
も
う

す
ぐ

2
年
。

そ
れ
ま
で
は
正
直

「
屡
気
楼
の
見
え
る
海
沿
い
の
町
」

と
い
っ
た
印
象
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
や
魚
津
な
し
の
生

活
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
。
夜
遅

く
富
山
の
放
送
局
か
ら
魚
津
の
自

宅
へ
帰
る
時
、
漁
船
の
灯
が
見
え

る
と
ホ

ッ
と
し
ま
す
。

一
番
の
思
い
出
は
、
た
て
も
ん

ハ
ワ
イ
公
演
の
取
材
。
ホ
ノ
ル
ル

の
大
通
り
を
力
強
く
駆
け
抜
け
る

た
て
も
ん
の
美
し
さ
と
、
あ
ん
な

大
き
な
た
て
も
ん
の
海
外
公
演
を

成
功
さ
せ
た
地
元
の
人
た
ち
の
熱

意
に
感
動
し
ま
し
た
。
伝
統
は
、

地
域
全
体
で
守
り
な
が
ら
育
て
て

い
く
も
の
な
ん
だ
な
と
実
感
し
た

出
来
事
で
し
た
。
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う

だ
け
ど
、
実
は
シ
ャ
イ
で
温
か
い

魚
津
の
人
の
良
さ
を
分
か
っ
て
き

た
の
も
実
は
こ
の
頃
か
ら
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
魚
津
に
来
た
頃
は
取

材
に
行
っ
て
も
、
怒
ら
れ
て
い
る

の
か
と
思
っ
て
ま
し
た
(
笑
)
。

自
然
と
文
化
に
恵
ま
れ
た
魚
津

で
す
が
、
そ
れ
を
外
に
向
け
て
発

信
す
る
こ
と
は
決
し
て
上
手
で
は

な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

都
市
間
競
争
が
激
し
く
な
る
中
、

そ
ん
な
魚
津
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?

こ
れ
か
ら
も
変
わ
る
魚
津
と
、

変
わ
ら
な
い
魚
津
の
良
さ
を
伝
え

て
い
け
る
よ
う
、
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

夫婦での参加もまた楽し |

河田さんは、市のペタンク大会

参加者の中で最高齢。 今でも週に

一度の練習には欠かさず参加して

います。「健康の秘訣は好き嫌いし

ないことと、クヨクヨ悩まないこ

と。」と答えられました。

145年程前の魚津高校霊気楼旋風

の時に息子の応援に行き、甲子園

球場で大漁旗を振リまわしたのが

良い思い出ですね。」と懐かしそう

に話されました。

~お詫びと訂正~

2月号のこのコーナーで人名に誤りがあ

りました。「金井トキイ」さんとご紹介し

ましたが、正しくは「金山トキイ」さんで

す。訂正すると共に深くお詫びいたしま

す。大変申し訳ございませんでした。

河
田
さ
だ
さ
ん

ω歳

ケーブルテレビ 4チャ ンネルの

17デイズ新JIIJも、ぜひ、ご覧

になってくださいね。

患
い
@
ひ
る
ぽ



ひ
と
足
お
先
に
ひ
な
ま
つ
り

2
月
初
日
、
友
道
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
魚
津
ハ

ウ
ス
で
、
魚
津
愛
育
園
の
子
ど
も
た
ち
と
ハ

ウ
ス
利
用
者
の
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
が
ひ

と
足
早
い
ひ
な
ま
つ
り
で
交
流
会
を
行
い
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
年
中
・
年
長
児
あ
わ
せ
て
印

人
が
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
、
女
の
子
た
ち
が

「
う

れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」
の
歌
に
あ
わ
せ
、
手

豊
か
な
森
を
取
り
戻
そ
う

市
民
大
学
で

C
・
W

・
ニ
コ
ル
さ
ん
講
演

2
月

1
日
、
新
川
学
び
の
森
天
神
山
交
流

館
で
、
森
の
ゆ
め
市
民
大
学
の
本
年
度
最
終

講
座
が
聞
か
れ
、
作
家
の

C
・
W
・
ニ
コ
ル

さ
ん
が
、
「
森
の
憂
茶
羅
」
と
題
し
て
、
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

ニ
コ
ル
さ
ん
は
、
初
め
て
日
本
の
森
林
を

見
た
時
の
感
動
か
ら
語
り
始
め
、
日
本
国
籍

を
取
得
し
て
、
森
の
再
生
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
た
体
験
談
な
ど
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

語
り
、
「
子
孫
に
ど
ん
な
日
本
を
残
す
の
か
を

考
え

て
ほ
し
い
。
が
ん
ば
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
、

豊
か
な
自
然
は
取
り
戻
せ
る
。
」
と
受
講
者
の

み
な
さ
ん
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

魚
津
ハ
ウ
ス
で
地
域
交
流
会

づ
く
り
の
扇
を
使
っ
た
か
わ
い
ら
し
い
踊
り

を
披
露
。
ま
た
、
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
や
ハ
ン
ド

ベ
ル
を
使
っ
た
演
奏
を
行
い
、
お
年
寄
り
の

み
な
さ
ん
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

演
奏
後
、
子
ど
も
た
ち
と
お
年
寄
り
の
み

な
さ
ん
み
ん
な
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
楽
し

く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
美
味
し
い
ケ
ー

キ
を
食
べ
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

へ
「U
4
)

バ
レ〈

¥

子
ど
も
た
ち
に
マ
ス
コ
ッ
ト
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

フ
ク
ロ
ウ
で
「
不
苦
労
」
に

2
月

4
日
、
宮
津
の
村
上

初
枝
さ
ん

(
卯
歳
)
が
、
市
内

の
保
育
園
児
全
員
に
、
子
ど

も
た
ち
に
幸
せ
を
運
ぶ
と
願

い
を
込
め
て
作
っ
た
フ
ク
ロ

ウ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

村
上
さ
ん
は

3
年
程
前
か

ら
、
縁
起
の
良
い
鳥
に
ち
な

ん
で
フ
ク
ロ
ウ
の
マ
ス
コ
ッ

ト
を
作
り
始
め
、
こ
れ
ま
で

に
l
万
個
以
上
も
作
ら
れ
た

そ
う
で
す
。

贈
呈
式
が
行
わ
れ

た
道
下

保
育
園
で
は
、

子
ど
も
た
ち

が
色
と
り
ど
り
の
フ
ク
ロ
ウ

の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
手
に
し
て

大
喜
び
。
「
ど
う
も
あ
り
が
と

う
」
と
お
礼
を
言
う
と
、
村
上

さ
ん
も
、
と
て
も
嬉
し
そ
う

に
微
笑
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

女マスコッ卜は「不苦労(ふくろう)Jという名で、大きさ5センチ程。

縫いあわせた布の中に砂と綿が入っているものです。



川由域の催しものなど企画政策課広報広聴係ヘ l 
|お知らせください。 623-1015

|メールアドレス・ iくouhou@cit.uozu.to ama.. 

「
も
の
申
つ
く
り
」
の
楽
し
さ
を
!

北
陸
。ホ
リ
テ
ッ
ク
ビ
ジ
ョ
ン
開
催

川
縁
の
北
陸
職
業
能
力
開
発
大
学
校
の
学
生
た
ち

が
実
習
成
果
な
ど
を
発
表
す
る
、

「
北
陸
ポ
リ
テ
ッ

ク
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
2
月
初
日
・
幻
日
新
川
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
学
生
た
ち
の
製

作
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
や
複
雑
な
製
作
方
法
が
要
求
さ
れ

る
玩
具
の
生
産
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
来
場

者
の
関
心
を
集
め

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
引
日
に
は
小
学
生
を
対
象
に
し
た

「
も
の

づ
く
り
教
室
」
が
行
わ
れ
、
約

1
0
0
人
が
参
加
。

子
ど
も
た
ち
は
、
歩
く
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
の
模
型
製

作
な
ど
に
挑
戦
し
、
学
生
の
み
な
さ
ん
に
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
完
成
さ
せ
、
自
分
の
手
で
も
の
を
つ
く

る
面
白
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

京

事

@

闘

霧

車

自
分
、
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ひ
な
人
形

ひ
ば
り
児
童
セ
ン
タ
ー
で
ひ
な
人
形
作
り

2
月
お
日
、
吉
島
の
ひ
ば
り

児
童
セ
ン
タ
ー
で
、
ひ
な
人
形

一

づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一

ひ
な
人
形
は
、
新
聞
紙
を
折

一

り
た
た
み
、
色
と
り
ど
り
の
毛

糸
を
巻
き
付
け
て
、
人
形
の
着

物
に
見
立
て
た
も
の
で
す
。
一

見
簡
単
そ
う
に
見
え
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
毛
糸

を
巻
き
付
け
る
作
業
が
難
し
い

よ
う
で
、
何
度
も
巻
い
て
は
直

し
を
繰
り
返
す
子
も
い
ま
し
た
。

毛
糸
を
巻
き
付
け
、
折
り
紙

で
作
っ
た
顔
を
張
り
つ
け
る
と

出
来
上
が
り
。
子
ど
も
た
ち
は

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ひ
な

人
形
の
出
来
栄
え
に
満
足
そ
う

で
し
た
。



古
い
電
話
帳
を
回
収

し
ま
す

曜日の記載のないものは、

平日に実施しています。

副司j:閥 9時-----17時

S~~ヨiE閥(予約制)

第4火曜日 13時'"'-'16時

白目12閥

第 1・3木曜日 13時-----16時

以上の相談については

市民相談室(市役所 1階)

223-1003 

院~~'{il;院tE 第 2 金曜日 13時"'16時

会場 サンプラザ

炉問合せ先

富山地方法務局 fi22-0461

防ヨ15閥 9時-----16時

市教育センタ-fi23-1717 

T
T
で
は
、

環
境

・
資
源

保
護
を
考
え
て
、
古
い
電
話
帳

を
回
収
し
て
い
ま
す
。
資
源
の

リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

回
収
期
間

3
月

4
日
附
か
ら
げ
日
凶

配
達
員
が
新
し
い
電
話
帳
を

届
け
に
伺
い
ま
す
の
で
不
要
と

な
っ
た
電
話
帳
が
あ
り
ま
し
た

ら
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

一鱒

0
1
2
0
・
5
0
6
3
0
9

市社会福祉課 fi23-1006

E予定ヨiE閥 8時30分-----17時15分

市商工観光課 fi23-1025

E副 :苦主主民間 j:閥 9時-----17時

高年齢者職業相談室

(市役所 1階)fi23-1091

EL時主主主9].:事当i年記ヨ 8時半"'17時

障害者交流センタ-

fi23-5260 臥23-5261

Eヨi~EI;閥 9 時-----17時

/てート雇用センタ-

(サンブラザー内)fi22-8152

EE言語12閥 毎月第2水曜日

13時-----16時30分

会場 魚津地域住宅相談所

(中央通リイヘ“ントホー)~)fi22 -5078 

F霧車年調 9時-----17時

健康センタ- fi24-3999 

9時-----17時

fi24-0415 

常時(24時間)

在宅介護支援センター

(西部)fi24-8484

(東部)fi22-7808

E駒~;:閥 9 時-----16時

新川厚生センター魚津支所

224-0359 

医事立E主k~i;年記f1 9時'"'-'17時

交通センタ-fi22-1747

E~;--.u長続霊長国iE閥

市
役
所
窓
口
の
利
用
時
間
に
つ
い
て

3
月
幻
日
出
、

4
月
3
日
出
の
午
前
中
は
、

を
取
り
扱
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

取
扱
時
間

午
前

8
時
羽
分
か
ら
正
午
ま
で

対
象
窓
口

市
民
生
活
課

岱
お

・
1
0
0
3

保
険
介
護
課

2
n
・
1
0
1
1

社
会
福
祉
課

岱
お

・
1
0
0
6

税

務

課

岱
幻

・
1
0
0
8

教
育
総
務
課

岱
幻

・
1
0
4
4

水

道

局

窓
お

・
1
0
1
3

取
扱
い
業
務

届
出
な
ど
の
窓
口
業
務

転
入
転
出

・
戸
籍
な
ど
の

印
鑑
証
明
な
ど
の
発
行

、
動
届
出
と
住

票
や

国
民
健
療
保
険
や
老
人
保
健
医
療
の
手
続
き

保
育
園
(
所
)
へ
の
入
所
相
談
や
児
童
手
当
、

児
童

・
母
子
福
祉
の
手
続
き

所
得
証
明
な
ど
税
証
明
の
発
行

小

・
中
学
校
、
幼
稚
園
の
転
入
学
(
園
)
の
手
続
き

水
道
の
開
閉
栓
や
転
居
な
ど
に
伴
う
手
続
き
、

水
道
料
金
の
納
入

※
な
お
、
毎
週
月
曜
日
(
休
日
の
時
は
火
曜
日
)
は
、
市
民
生
活
課
窓

口
業
務
の
取
扱
い
時
間
を
午
後
7
時
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

~~ 

医置

院院i).I.. =.t"~言藍4mrd1

子育て支援センタ-

E汚ma施主雪j;~羽

ご
利
用
く
だ
さ
い

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
事
業

母
子
家
庭
の
母
が
、
就
職
に
必
要
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
教
育

訓
練
講
座
を
受
講
す
る
と
き
の
受
講
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対

象

母
子
家
庭
の
母

助
成
額

受
講
費
用
の

4
割
に
相
当
す
る
額
(
上
限
初
万
円
)

固
闘
闘
闘
醐
嗣
悶
固

母
子
家
庭
の
母
が
、
就
職
に
有
利
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に

2
年

以
上
養
成
機
関
に
通
う
場
合
、

一
定
期
間
の
生
活
費
を
助
成
し
ま
す
。

対

象

母
子
家
庭
の
母

対
象
資
格

看
護
師
、介
護
福
祉
士
、保
育
士
、
理
学
療
法
士
、作
業
療
法
土

助
成
対
象
期
間

修
業
期
間
の
最
後
の

3
分
の

l
に
相
当
す
る
期
間
(
上
限
ロ
か
月
)

助
成
額

月
額
印
万

3
千
円

固
闘
固
闘
岡
闘
開
園

母
子
家
庭
の
母
を
新
規
に
パ

ー
ト
タ
イ
ム
な
ど
で
雇
用
し
、
職
業
訓

練
実
施
後
、
常
用
雇
用
労
働
者
に
雇
用
転
換
し
た
雇
用
主
に
奨
励
金
を

支
給
し
ま
す
。

対

象

母
子
家
庭
の
母
を
一履
っ
て
い
る
事
業
主

支
給
額

l
人
あ
た
り
日
万
円

※
こ
れ
ら
の
助
成
制
度
を
受
け
る
と
き
は
、

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
こ
ど
も
家
庭
係

事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

(
市
役
所

1
階
)
岱
幻

・
1
0
0
6



3
月
市
議
会
定
例
会
日
程

17 15 12 11 10 9 3 2 
日日日日日日日日
(羽田)後J(木)(水)ω(水)ω

定
例
会
開
会

予
算
全
員
協
議
会

代
表

・
一
般
質
問

一
般
質
問

民
生
消
防
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

討
論
採
決

※
市
議
会
の
模
様
は
ケ

ー
ブ

ル

テ
レ
ビ

5
チ
ャ
ン
ネ
ル
(
行

政
ア
イ
)
や
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ

ト
(
魚
津
市
ホ

l
ム
ペ

l
ジ

よ
り
ア
ク
セ
ス
)
で
生
中
継

し
て
い
ま
す
。

臨盟国主i世些型醐

こんなことにならないように納期限は守りましょう。

芝人ぢ(-I 

検
察
審
査
会
の
構
成

員
は
有
権
者
で
す

検
察
審
査
員
は
、

一
般
市
民

(
有
権
者
)
の
中
か
ら
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
人
た
ち
で
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。
(
任
期
は

6
か
月
)

検
察
審
査
会
は
、

お
ど
し
ゃ

詐
欺
、
交
通
事
故
等
の
犯
罪
被

害
を
受
け
た
の
に
検
察
官
が
起

訴
し
な
い

、
加
害
者
が
何
の
処

罰
も
さ
れ

て
い
な
い

事
件
に
つ

い
て
審
査
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

V
問
合
せ
先

魚
津
検
察
審
査
会
事
務
局

岱
幻

・
0
1
6
0

(
富
山
地
方
裁
判
所
魚
津
支
部
内
)

6，800円

1，059円
3，000円
100，000円

30，000円

30，000円

100，000円

100，000円

6，600円

)11縁

本江

有山

諏訪町
主主T自
国1巨自

家
庭
用
電
気
冷
凍
庫

を
お
持
ち
の
方
ヘ

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
改
正

さ
れ
、

4
月
か
ら
家
庭
用
電
気

冷
凍
庫
(
業
務
用
を
除
く
)
が
対

象
品
目
に
加
わ
り
ま
す
。

家
庭
用
電
気
冷
凍
庫
が
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
と
な
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
廃
棄
物
の
減

量
や
資
源
の
有
効
利
用
が
、
よ

り
一
層
図
ら
れ
ま
す
。

V
問
合
せ
先

環
境
交
通
課
環
境
係

(
市
役
所

1
階
)

8
n

・
1
0
4
8

50，000円
100，000円
18，200円
100，000円
300，000円
100，000円

100，000円

100，000円

50，000円

天神野新

)11縁

中央通リ

上村木

石垣新

本;工

諏訪町

慶野

吉島

5
 

建
築
に
関
す
る
お
知
ら
せ

j
4
月
1
日
か
ら
の
法
改
正
等
に
つ
い
て
j

①
白
地
地
域
の
建
ペ
い
率
・
容
積
率
が
変
わ
り
ま
す

建
築
基
準
法
改
正
に
伴
い
、
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
用
途
地
域
が
定

め
ら
れ
て
い
な
い
地
域
(
白
地
地
域
)
の
建
ぺ
い
率
(
建
築
面
積

・一・敷

地
面
積
)
と
容
積
率
(
各
階
床
面
積
の
合
計
一
敷
地
面
積
)
が
、
次
の
よ
う

に
変
更
に
な
り
ま
す
。
一

一建
ぺ
い
率

一容
積
率

一現

在

一川

%

一4
0
0
%

一変
更
後
一ω

%
(経
団
地
区
の
一
部
は
叩
%
)
7
4
0
0
%

②
大
規
模
行
為
の
届
出
制
度
が
始
ま
り
ま
す

富
山
県
景
観
条
例
に
基
づ
き
、
大
規
模
な
建
築
行
為
等
に
つ
い
て
は
、

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

届

出

先

市
都
市
整
備
課
(
審
査
等
は
富
山
県
が
行
い
ま
す
。
)

届
出
期
限

行
為
着
手
の
初
日
前

※
詳
細
に
つ
い
て
は
富
山
県
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ゲ
江
口
一¥
¥
老
巧
君
-
U
H，O
町・け

ou占
H
H
H
m
H
・
包

¥
ω
。
の
け
F
O
ロ
ω
¥
5
0
G
¥宵

2
}内山
口

-
E
B

V
問
合
せ
先

都
市
整
備
課
(
市
役
所

3
階
)
8
n
・
1
0
3
0

実施地域 仏国・岡経団・青島

惨問合せ先

県LPガス保安センター新川地区支所 ft24-5340

惨善意銀行ヘ

魚津第二保育園職員一同

魚津埋没林博物館

三井自動車(株)友の会

(依)坪崎長勝

蓬;畢和明

(故)早嵩 トミ子

(故)本村芳郎

(欽)大崎秋吉

上口保育園職員一同

砂社会福祉基金ヘ

吉野道雄

(故)坪崎長勝

真成寺長教寺浄財

(故)長谷川 たあ

件)大久保松治

似)中村喜一

件)本村芳郎

件)浦田正唯

(欽)北幸子

11Qf 

• J 11の瀬市営住宅 1戸(3階3DK)

・天王市営住宅 1戸(3階3DK)

・天王特定公共賃貸住宅 1戸(4階3DK)

申込期間 3月 1日(月)から 29日(月)まで

※入居条件や選考方法など詳しいことは

下記までお問合せください。

炉問合せ先

公園住宅課業務係(市役所3階)ft23-1026 

(掲載期間は申込み白から 3か月間です。)

現在、申込みはあリません。みなさんから

の申込みをお待ちしています。

炉申込み・問合せ先

総務課行政・防災係(市役所2階)ft23-1019 

-
市

~@ 



3
月
M
日
帰

午
後
か
ら
供
用
開
始

ld安時調司F~~蝿盟聡íWIj握濃哩輔糧調婚蝿函館--園田一-一四国園陸唖蝉植灘踊掴欝騎胆圃醐副首忌一一一一一一一一一一一一一一一一一-

ご
利
用
く
だ
さ
い
!

3月1日現在、供用開始時間は未定。後目、新開発表等をご参照ください。

国
道

8
号
魚
津
滑
川
パ
イ

バ
ス

の
未
開
通
区
間
(
魚
津
市
慶
野
か

ら
滑
川
市
大
掛
)
の
工
事
が
順
調

に
進
み
、

3
月

M
日
同
の
午
後
か

ら
暫
定

2
車
線
に
よ
り
供
用
開
始

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
滑
川

ま
で
加
分
か
か
っ
て
い
た
も
の
が

日
分
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

交
通
渋
滞
も
緩
和
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

V
問
合
せ
先

建
設
課
(
市
役
所
3
階
)

8
n
・
1
0
2
8

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
・
タ
ク
シ
ー

現
在
、
高
齢
者
を
中
心
と
し

た
交
通
弱
者
、

そ
し
て
市
民
の

み
な
さ
ん
の
移
動
手
段
確
保
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
パ
ス

・
タ
ク
シ

ー
を
試

験
的
に
運
行
し
て
お
り
ま
す
。

通
院
、
買
い
物
な
ど
に
手
軽
な

公
共
交
通
機
関
と
し
て
、
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

4
月

1
日
か
ら
の
運
行
に
つ

い
て
は
、
運
行
方
法
や
ル
l
卜

な
ど
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
決
定
内
容
は
、
市
広
報

4

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

V
問
合
せ
先

環
境
交
通
課
交
通
防
犯
係

(
市
役
所
1
階
)

岱
お

・
1
0
0
4

市
の
各
種
融
資
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
で
は
、
経
営
者

・
起
業
家

・

勤
労
者
の
み
な
さ
ん
を
対
象
と

し
た
各
種
融
資
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

①
県
小
口
事
業
資
金
斡
旋
保
証
融
資

限
度
額

1
2
5
0
万
円

年
利
率

1
・
6
5
%

5
年
返
済

②
魚
津
市
独
立
開
業
資
金

限
度
額

5
0
0
万
円

年
利
率

1
・
6
5
%

5
年
返
済

③
魚
津
市
勤
労
者
生
活
安
定
資
金

限

度

額

叩

万

円

年
利
率
2
・
8
%

4
年
返
済

融
資
申
込
み
先
は
市
内
の
銀

行
、
信
用
金
庫
等
の
取
扱
い
金

融
機
関
と
な
り
ま
す
。

※
融
資
対
象
条
件
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
左
記
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

商
工
観
光
課
商
工
労
働
係

(
市
役
所
3
階
)

8
mω

・
1
0
2
5

※
広
報
う
お
づ
平
成
同
年
日
月

号
の
口
ペ

ー
ジ
下
段
の

一
覧

表
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

~@ 

そ
の
油
断

火
か
ら
炎
ヘ

災
い
ヘ

3
月
初
日
出
か
ら
お
日
働
は、

「春
季
火
災
予
防
運
動
」
期
間

今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
県
内
で

多
く
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

外
出
の
際
や
就
寝
時
に
は
、
も
う

一
度
火
の
元
を
確
認
す
る
よ
う
に

1

し
土
品
、
し
ょ
・
っ
。

図
回
目
回
目

。
春
季
消
防
訓
練

3
月
幻
日
制
午
前
8
時
初
分
よ
り

場
所

港
町
、
諏
訪
町
地
内

・
消
防
車
両
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
て
出
動
し
ま
す
。

・
港
町

・
諏
訪
町
の
周
辺
が
車

両
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
の

で
、
交
通
整
理
員
、
交
通
規

制
の
案
内
板
の
指
示
に
従
っ
て
通

行
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

。
防
火
推
進
地
区
の
防
火
指
導

3
月
幻
日
同

午
後
l
時
初
分
よ
り

場
所

大
海
寺
野
、

大
海
寺
新
(
大
杉
台
)
地
内

3
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
0

.
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
0

.
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

4
つ
の
対
策

-
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

-
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
0

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

-
お
年
寄
り
ゃ
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。



も
ら
っ
て
く
だ
さ
j
い

新
川
学
び
の
森
天
神
山
交
流
館

に
あ
る

ロ
ッ
カ
ー

(
3人
・
4
人

・

8
人
用
各
種
)
を
お
譲
り
し
ま
す
。

不
用
品
と
し
て
捨
て
て
し
ま
う
の

は
も
っ

た
い
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
、

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

大
き
さ

幅
叩

×
奥
行
印

×
高
さ

1
8
0
セ
ン
チ
(
重
さ
約
印
キ
ロ
)

軽
ト
ラ
ッ
ク
で
運
搬
で
き
る
大
き

さ
で
す
。

※
全
て
無
料

(
数
に
限
り
あ
り
)

お
手
数
で
す
が
、
運
搬
は
ご
自

身
で
お
願
い
し
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
新
川
学
び
の
森
天
神
山

交
流
館
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

「学びの森寺子屋J参加者募集!

ボランティアと四季の園芸講座

学びの森交流館の庭木の手入れなど¥ボラ

ンティアを兼ねた園芸講座(ガーデ二ング)

を年聞を通して開催します。

日時 4月18日(日)午後 1時半から

会場新川学びの森天神山交流館敷地内

内容パラ園の花壇づくリ

申込み締切 4月10日仕)

※今後の講座内容は受講者の要望も取り入

れながら決めていきます。

新
川
学
び
の
森
天
神
山
交
流
館
利
用
団
体
募
集

新
川
学
び
の
森
天
神
山
交
流
館
を
活
発
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
団

体
に
、

1
年
間
(
平
成
問
年

4
月

1
日
(
)
平
成
げ
年

3
月
幻
日
ま
で
)

空
室
を
事
務
室
と
し
て
貸
し
出
し
ま
す
。
(
倉
庫
と
し
て
の
利
用
は
不
可
)

間
間
同
日
閉
山
岡
間
関
川
出

・
魚
津
市
内
に
活
動
の
本
拠
を
持
ち
、
今
後
、
新
川
学
び
の
森
天
神
山

交
流
館
へ
活
動
の
本
拠
を
移
転
で
き
る
団
体
。
(
活
動
が
広
範
囲
の
団

体
は
、
代
表
者
あ
る
い
は
事
務
局
長
が
魚
津
市
民
で
あ
る
こ
と
。
)

・
生
涯
学
習
や
社
会
福
祉
の
た
め
の
活
動
を
展
開
し
、
構
成
人
数
が

5

名
以
上
の
団
体
。

・
営
利
を
主
な
目
的
と
し
な
い
団
体
。

使
用
料

月
額

8
5
0
0
円

応
募
締
切

3
月
日
日
幽
ま
で

※
事
務
室
の
広
さ
や
設
備
等
、
詳
細

に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

企
画
政
策
課
(
市
役
所
2
階
)

8
mω

・
1
0
6
7

「楽器のワンポイントレッスン講座」

受講生による発表会

これまで、ワンポイン卜レッスン講座を受

けたみなさんが日頃の成果を発表します。

※入場無料 お気軽にどうぞ!

日時 3月21日旧)午後 1時から

会場新川学びの森天神山交流館合唱室

炉問合せ・申込み先・会場
新川学びの森天神山交流館(木曜休館)
ti31 -7001 FAX31-7009 
メール manabi-t@sun1.city.uozu.toyama.jp 

介
護
保
険
の
福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
研
修
会
開
催
の
お
知
ら
せ

住
宅
改
修
を
行
う
建
築
業
者
や
福

祉
用
具
を
販
売
す
る
小
売
業
者
の
方

を
対
象
に
、
介
護
保
険
の
福
祉
用
具

・

住
宅
改
修
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

介
護
保
険
で
は
助
成
と
な
る
対
象
工

事
や
品
目
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
の
理
白
書
等
の
書

類
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
、
利
用
者
と
円
滑
に
適

正
な
改
修
等
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
研
修
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
住
宅
改
修
等
を
考

え
て
い
る
一
般
の
方
も
参
加
自
由

・
無
料
で
す
。

ha--EF

日
時

3
月
日
日
凶
午
後

2
時
か
ら
午
後

4
時

除
嗣
嗣
凶
.
.
.
.
 ，
 

会
場

新
川
文
化
ホ

l
ル

2
0
1
号
室

4
悶
間
関
間
関
幽
閉
姐

内
容

制
度
説
明

・
講
演

4aa---
‘

V
問
合
せ
先

保
険
介
護
課
介
護
保
険
係
(市
役
所
1
階
)
岱
幻

・
1
1
4
8

-・・・・・・・.，重誼il!l島E届四・・・・・・・・・

水墨画教室

あなたも筆一本で、植物・静物などさまざ

まな水墨画を自由に書いてみませんか。

日時 4月から12月までの第2・4土曜日午後1時半""3時

受講料月額 1，500円 (材料費別)

中国語講座

中国人の先生が発音から丁寧に指導。

|基礎コース(初心者の方)1
発音から始めて基礎的なことを学びます。

日時 4月から翌年3月まで毎火曜午後7"-'9時

|会話コース(基礎的なことができる方) 1 

日常会話を学びます。

日時 4月から翌年3月まで毎木曜午後7"-'9時

各受講料月額3，000円

グラスビーズ・アクセサリー教室

最高級ビーズのスワロアスキーを使用した、 自分だ

けのオリジナルな手作りビーズを楽しみませんか。

日時 4月から翌年3月まで

第2・4火曜日午後6時半"-'8時半まで

受講料月額5，000円 (材料費込み)

5 

畳の床をフローリンク床に殴笛え

惨申込み・問合せ先・会場

魚津地域職業訓練センタ-(JII縁 121の1)

ti24-9579 FAX23-9151 

~Ll 



2
0
0
4
年
度
受
講
生
募
集

毎
回
個
性
豊
か
な
講
師
を
招
い
て
開
講
し
て
い
る
「
森
の
ゆ
め
市
民

大
学
」
も

3
年
目
を
迎
え
、
さ
ら
に
パ
ワ
1

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

2
0
0
4
年
度
の
講
師

・
登
山

家

野

口

健

・
前

衆

議

院

議

員

塩

川

正

十

郎

・
ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

江

川

紹

子

他

募
集
定
員

1
2
0
0
名
(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
)

受
講
料

個
人

l
万

円

法

人

3
万
円
(
無
記
名

2
名
分
)

申
込
み
方
法

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

ハ
ガ
キ
、

F
A
X
、

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

《
必
要
事
項
》
郵
便
番
号

・
住
所
・氏
名

・
電
話
番
号

・
性
別

・
年
齢

・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

・
「
新
規
」
ま
た
は
「
継
続
」
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
o

v申
込
み
・
問
合
せ
先

'，vl
l

」

干

9
3
7
・
0

0

1

3

V

ぱ

魚
津
市
天
神
野
新

1
4
7
の

1

!

‘，-h

新
川
学
び
の
森
天
神
山
交
流
館
内

-v--・期
防

「
森
の
ゆ
め
市
民
大
学
事
務
局
」

daFι
・
圃
圃

民一

‘
.ja--岡市
タ

窓
汎

・
7
0
0
2
m
汎

・
7
0
0
5

・
圃
凶
園
町
め
ク

.

.

.

 ，
.
司
ゆ
ラ

メ
ー
ル

-
E
5
5
@
E
8
1
Z
5
.‘
，

司

の

ヤ

受
講
申
込
み
の
確
認
が
出
来
次
第
、

d
句

森

キ

受
講
料
納
入
の
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
森
の
ゆ
め
市
民
大
学
ホ

l
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス

F
2
H
H
¥
¥
若
者
宅

-
E
8
1
2・
忌
¥
〆

E
5
5
¥

ま
た
、
詳
細
に
つ
い
て
は
本
誌
折
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

富
山
労
災
病
院

市
民
公
開
講
座
開
催

講
座
内
容

「
腰
痛
症
」

講
師

平
野
典
和
整
形
外
科
部
長

日
時

3
月
日
日
附

午
後

6
時
初
分
か
ら

8
時

午
後

6
時
よ
り
開
演
時
間
ま

で
看
護
師
等
に
よ
る
健
康
相
談

を
行
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

会
場

富
山
労
災
病
院
講
堂

※
参
加
無
料

V
問
合
せ
先

寓
山
労
災
病
院

8
n
・
1
2
8
0

プ
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス

工
ス
ク
ー
ル
受
講
生
募
集

初
心
者
、
初
級
者
、
中
級
以

上
と
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
指
導

し
ま
す
。

日
時3
月
刊
日
附

i
u
日
出
(
4
日
間
)

午
後

7
時
か
ら

9
時

会
場

あ
り
そ
ド

l
ム

対
象

一
般

・
学
生
(
男
女
)

定
員

印
名

受
講
料

4
0
0
0
円

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

8
n
・
1
0
4
6

※
ラ
ケ
ッ
ト
は
各

て
く
だ
さ
い
。

で
準
備
し

~@ 

県
民
カ
レ
ッ
ジ
新
川
地
区
セ
ン
タ
ー

平
成
同
年
度
前
期

・
通
年
に
開
講
予
定
の
講
座
で
す
。

講座名 曜日 時間 定員
家庭采園入門 土 午円リ 30 
食事の文化講座 土 午後 15 
ホームヘルパ-2級養成講座 月~金 午後 10 
かな書法 月 10:45'" 12:20 10 
伝承技法細工講座 月 13:20'" 14:55 10 
パソコン初級A 月 ・水 13:20'" 14:55 20 
パソコン初級 B 月 ・水 19:25"'20:50 20 
パソコン初級 C 火 ・木 9:00'" 1 0:35 10 
楽しいパソコン 火 ・金 13:20"'14:55 30 
Let's Dance 火 13:20"'14:55 20 
実用の書 火 13:20"'14:55 10 
コーフス~歌う喜び~ 火 13:20'" 14:55 20 
文書デザイン~ホームページ入門~ 火 15:30'" 16:55 15 
陶芸教室 水 9:00"'12:20 15 
漢字書法 7Jく 10:45'" 12:20 10 
ホッア ・スァッア -スホ。ーツ 7l< 13:20'" 14:55 20 
蒙刻(てん」く)入門 木 13:20'" 14:55 10 
水彩画教室A 木 13:20'" 14:55 15 
水彩画教室 B 木 17:50"'19:15 15 
簿記入門 月 ・水 17:50"'19:15 15 
ビジュアルフJザイン 火 13:20'" 14:55 15 
フ二ッサンを楽しもう 火 15:30'" 16:55 10 
楽しい英会話A 月 13:20'" 14:55 20 
楽しい英会話 B 水 13:20'" 14:55 20 
楽しい英会語C 木 17:50"'19:15 20 
新 ・新川学 2004(産業 ・経済) 土 14:00'" 16:00 50 
新 ・新川学 2004(人文 ・社会) 金 14:00'" 16:00 50 

受
付
期
間

3
月

8
日
間
か
ら

4
月

7
日
附
ま
で

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

申
込
み
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
県
民
カ
レ
ッ
ジ
新
川
地
区
セ

ン
タ
ー
だ
よ
り

(
3
月

5
日
発
行
)
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
は
公
民
館
等
の
公
共
施
設
に
お
い
て
あ
り
ま
す
)

V
申
込
み
・
閉
会
せ
先

県
民
カ
レ
ッ
ジ
新
川
地
区
セ
ン
タ
ー

8
n
・
4
0
0
1
m
m
m
μ

・
0
9
0
1



-開館時間・

平日9:30'"'"'18:00 土日9:30'"'"'16:00 

労
青
少
年
ホ

l
ム

教
養
教
室
・
サ
ー
ク

ル
メ
ン
バ
ー
募
集

勤
労
青
少
年

ホ
l
ム
で
は
、

下
記
の

教
室

・
サ

ー
ク
ル
を
開

催
中
で
す
。

あ
な
た
も
一
緒

に
や

っ
て
み

ま
せ

ん
か
?

市

内

に

在
住
も
し

く
は
、
市
内
に
勤
務
し
て
い

る

初
歳
未
満

の
人
な

ら
ど
な
た
で

も
参
加

O
K
で
す
。

お
気
軽
に

ど
う
ぞ
。

.3月の休館日・
7目、15日、20日、21目、29日、318

.資料展 3/30まで

発見!郷土の人「河浦

教 室 名
曜
時 間

材料費
日 ( 1か月分)

水 18 : 00"'-'20 : 30 
料 理

木
3，300円

18 : 30"'-'21 : 00 

生花(池坊) 木 17 : 00"'-'20 : 00 3，500"'-'4，500円

抹茶(裏千家)月 18 : 00"'-'21 : 00 2.000円係菓子代込)

煎茶(皇風礼式)水 18 : 00"'-'21 : 00 2.000円じ茶菓子代込)

着物着付 金 19 : 00"'-'21 : 00 1.300円

看守眼
著者横山秀夫

刑事にはわからなくても、

俺にはわかるんだよ・・・。29

年の看守人生が見破った 「死

体なき殺人事件」の真相とは。

表題作ほか、短編の名手が

絶妙の震をしかけた、人生の

一瞬を切り取った津身の物語。

謙一」

-E室温Iu.

:楽しくえらんでこのー冊【新着図書から】]

サークル名 曜 日 時 間

手 5舌 月 19 : 00'"'-'21 : 00 

社交タンス 月 19 : 30'"'-'21 : 00 

軽音楽 A 水 ・金

軽音楽 B火 ・木 19 : 00'"'-'21 : 00 

囲碁 ・将棋 金

V
申
込
み

・
問
合
せ
先

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

(村
木
公
民
館
横
)

8
n
・
4
3
3
0

国
際
交
流
員
ナ
タ
リ

l
の
英
会
話
教
室

1
年
間
の
お
さ
ら
い
や
ゲ
l
ム
を
し
て
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

ょ
う
。

貴
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ン
グ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

(
初
心
者
向
け
)

日
時

3
月

9
日
附

午

後

7
時

会
場

市
役
所

2
階
第
二
会
議
室

貴
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
カ
ン
バ
セ

l
シ
ョ
ン

(
日
常
会
話
程
度
の
英
語
を
話
せ
る
人
向
け
)

日
時

3
月
お
日

ω
午
後

7
時

会
場

市
役
所

2
階
第

一
会
議
室

V
以
上
の
申
込
み

・
問
合
せ
先

市
民
生
活
課

国
際

・
男
女
協
力

・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
係

(市
役
所

1
階
)

岱
幻

・
1
0
1
7

※
英
会
話
教
室
の
申
込
み
は
随
時
受
付
。

φ文学・小説
底のない袋 青木

オドオドの頃を過ぎても

阿川佐和子

ももこの 21世紀日記

さくらももこ

フレンズ 江園香織ほか

十三の冥府 内田康夫

図書館の神様 瀬尾まいこ

幻夜 東野圭吾

真夜中の金魚 福津徹三

越中八尾、恩讐の殺人石川真介

父の縁側、私の書斎壇ふみ

玉主
円

.一般
ニッポンの課長

ドラゴンヘッド

ジョン・サック

いまこそ知りたい自衛隊のしくみ

加藤健二郎

「天然にがり」を使いきる!111 

の便利帳 真島真平

発見 !郷土食 こぐれひでこ

知識ゼ口からの仏像鑑賞入門

瓜生中

芸術随想おいてけぽり

洲之内徹

重松

.ビデオ

釣りパ力日誌 13

ぞうのハJ¥ール

1"-'3 

戎崎俊一

藤子・F・不二雄

アン・ミラード

宮西達也

西内ミナミ

桂文我

竹田津実

斉藤洋

@児童

ノーベル貰の大常識

ひみつ道具大事典

絵で見るナイル川ものがたり

おれはティラノサウルスだ

まめのかぞえうた

えんぎかつぎのだんなさん

写真記野生動物診療所

パースデ-・ドック

【J!，~1ffW.重量司

子ども映画 日本のおとぎぱなし⑥
13日(土)10:30 

「かちかちゃまJIおむすびころリん」

お話の会 「おはなしを楽しむ会」の
27日(i)10:30 

みなさんに絵本を読んでーもらいます。



一二、""""-戸 牛 心ふ、…-、 二ピ ーちゃぷ|

「
う
し
の
い
え

M
O
O
ガ
ー
デ
ン
」
祝
5
周
年
オ
ー
ブ
ン
フ
ェ
ア
l

冬
の
問
、
お
休
み
し
て
い
た
「
う
し
の
い
え

M
O
O
ガ
ー
デ
ン
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ス
テ
ー
キ
チ
ケ
ッ
ト

(
2
0
0
0
円
相
当
)
が
当
た

る
ゲ

l
ム
や
、
作
り
立
て
ジ
エ
ラ

l
卜
の
試
食
会
な
ど
内
容
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

3
月
初
日
凶

・
幻
日
同
午
前
叩
時
(
)
午
後

5
時

V
問
合
せ
先

新
川
牧
場
う
し
の
い
え

M
O
O
ガ
ー
デ
ン

岱
臼

・
2
6
0
4

オ
ー
ブ
ン
当
日
は
、
3
0
0
円
で
全
遊
具
乗
り
放
題
!

大
観
覧
車
が
ピ
カ
ピ
カ
に
!

新
し
い
遊
具
と
し
て
、
テ

ィ
l
カ
ッ

プ
が
登
場
。
ま
た
無
料
休
憩
所
も
一
新
し
ま
し
た
。
ご
家
族
み
ん

な
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

:無料休憩所の愛称は公募の結果、

寸「休憩所しおかぜ」 に決定

ぞ 1(命名者住吉小5年北野睦美さん)1

〆
パ

l
ク
ゴ
ル
フ
場
は

3
月
別
日
出
午
前
9
時
オ
ー
ブ
ン

女
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド
&
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は

利
用
時
間

午
前

9
時
か
ら
午
後

5
時

休

園

日

毎
週
水
曜
日
(
祝
日
の
場
合
は
翌
日
)

V
問
合
せ
先

ミ
ラ
ー
ジ

ュ
ハ
ウ
ス

a
M
・
9
5
7
8

市
民
将
棋
大
会
開
催

A A D 
2コ， :zコ， I-J 

費 場時
V 
魚 問
津 合

棋 tt堂一大 3
葵 先 生般町月
云 1 2公 28
fi 0 0民日
22 0 0館(日)
jOO  
5 円円一円リ
8 10 
3 時

雪
割
草
展
開
催

日
時

3
月
日
日
出

-
U
日
同

午
前

9
時
か
ら
午
後

4
時

会
場

サ
ン
プ
ラ
ザ

4
階

今
月
の
休
館
日

2
目
、

9
日
、

日
目
、
幻
目
、
初
日

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

l
ス
の
利
用
で

き
な
い
日

6
日
(
午
後

5
時
以
降
は
可
)
、

7
日
、
日
目
、
初
日
、
幻
日

健
康
づ
く
り
は
、
ま
ず
運
動

か

ら

!

み

な

さ

ん

も

あ

り

そ

ド
l
ム
で
爽
や
か
な
汗
を
!

~@ 

， 

開
館
時
間
午
前

9
時
半
か
ら
午
後

6
時

休

館

日

日

曜
・
祝
日
・
年
末
年
始

責
児
童
セ
ン
タ
ー
親
子
教
室
会
員
募
集

子
ど
も
同
士
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
し
、

育
児
を
通
し
て
保
護
者
の
親
睦
を
深
め
ま
す
。

教
室
区
分

毎
週
水
曜
日

2
歳
未
満
児

毎
週
金
曜
日

2
歳
以
上
児

募
集
定
員

各

曜

日

初

組

受
付
期
間

3
月
刊
日
附

i
ロ
日
倒

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

各
児
童
セ
ン
タ
ー

ft 24-2402 

(金)16:00 
科学工作

19日
先生と一緒におもしろ工作を作ろう

14:00 
春休みルンルンパーァィー

27日(土)
今年度を振り返りながら不思議なカップケーキを作ろう

MAX ファイター ~MIX まつり~
30日(火)14:00 

4つのゲームに挑戦しよう!

大町こばとIf;) 

ft23-1777 

5日(金)15:00 
はるかぜ茶会

手づくリの桜もちと抹茶でお茶会をします

13日(土)13:00 
陶芸工房ヘ行こう (申込みが必要)

職人さんのアトリ工見学をするよ

24日(水)
14・00
飛べ!飛べ!紙ひこうき

25日休) いろいろな紙ひこうきを折って飛ば'そう

経田E戎子ー かもめ



ホ
タ
ル
イ
カ
解
説
コ
ー
ナ
ー

オ
ー
プ
ン
!

い
よ
い
よ
ホ
タ
ル
イ
カ
シ
ー
ズ

ン
と
な
り
ま
し
た
。
水
族
館
で
は

ホ
タ
ル
イ
カ
解
説

コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
日
曜
日
、
祝
日
ご
と
に
学
芸

員
の
解
説
に
よ
る
発
光
実
験
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

発
光
実
験
開
催
期
間

3
月
中
旬
か
ら

5
月
中
の

日
曜
日
・
祝
日
(
1
日
6
回
の
予
定
)

ホ
タ
ル
イ
カ
の
水
槽
展
示

3
月
中
旬
か
ら

5
月
末
ま
で

富
山
湾
の
資
料
コ
ー
ナ
ー
展
示
中

富
山
湾
の
構
造
を
分
り
や
す
く

説
明
す
る
と
と
も
に
、
ビ
ク

ニ
ン
、

ゲ
ン
ゲ
な
ど
の
深
海
生
物
、
漂
着

生
物
の
標
本
な
ど
富
山
湾
に
関
す

る
資
料
を
多
数
展
示
中
で
す
。

ま
た
、

話
題
の
巨
大
ク
ラ
ゲ

「
エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
コ
ー
ナ
ー
」

も
同
時
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

3
月
の
休
館
日
は
、

日のフぉコ

(月)

3月市議会定例開会
(火)
10:00'"'"" 市役所議場(日程はP15参照)
(7j<) 

5、れあい無料入浴デイ (70歳以上の方対象)
4休)~ 14:00'"'""17:00下回温泉(本町)P23参照
後)

(土)

第28回魚津市民車球大会
9:00'"'"" 総合体育館

7 (日)
第3回天神杯争奪!スポーツチャンパラ大会
9:30'"'"" 天神公民館付属体育館

2 

3 

5 
6 

写
真
展

魚
津
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

4

郷
土
の
自
然
が
見
せ
る
多
彩
な

表
情
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

期
間

4
月
初
日
働
ま
で

会
場

埋
没
林
博
物
館
展
示
通
路

新
企
画
「
さ
が
し
て
答
え
て
霊
気
楼
」

3
月
初
日
出
か
ら

館
内
の
い
ろ
ん
な
場
所
に
唇
一
気

楼
に
関
す
る

「
問
題
&
答
え
」
が

か
く
れ
て
い
ま
す
。
全
部
探
し
て

屡
気
楼
博
士
に
な
ろ
う
。

※
い
ず
れ
も
入
館
料
が
必
要
で
す
。

す

1
日
伺
、

ワ

0
0
口
U
同
月
、

日
日
開
で
す
。

ft23-5133 

6日(土)14:00 
ワンダーラボがやってくる!

おもしろ科学実験を体験しましょう

13日 仕)15:30 
リコーダーアンサンブル

きれいなハーモニーを聴きませんか?

17日 (水) ネームシールを作ろう!
16:00 
パソコンで簡単に作リましょう19日 (金)

や
6日 (土)13:30 

吉田科学館ヘ行こう(申込みが必要:参加費 100円)

プラネタリウムなどなど自然と科学をたのしもう

13日 (土)14:00 
お茶会 (申込みが必要)

お抹茶と和菓子をおいしくいただきましょう

26日 (金)14:00 
お楽しみ会 (申込みが必要)

春休みの楽しい思い出をつくろう

ひばり 六郎丸 ft23-0500 

8 (月)
9 (火)
10 (:水)
11 ~桐
12佳)
13 (.却 彊璽璽
魚津の朝市

8:00'"'"" 魚津港旧魚市場(会場は変わりません)
14 (日)
第18回魚津市ビーチボール選手権大会
9:15'"'"" ありそドーム

春分の日

20仕)ミラージュランド&パークゴルフ場オープン(P20参照)
魚津市立幼稚園(大町・経由)卒園式 10:00'"'-' 
楽器のワンポイントレッスン講座受講生に
よる発表会 (P17参照)
春季消防訓練

21 (日)8:30'"'-' 港町・諏訪町地内 (P16参照)
3月の歩こう会~金沢市内名所巡り~
7:00 JR魚津駅集合
炉問合せ先魚津歩こう会 fi24-3123(盛永)

22 (月)
23 (刈
国道8号魚津滑川バイパス開通

24 (:水)
供用開始は午後から (P16参照)

25 (:木) ぷミー
26 (金) 怪~-長ヨ
27 (.お ωWll
28 (日) 凶)1)，.1
29伺) <さと土〉
ミュージックランチ300回記念コンサー卜

30 (火)
19:00'"'-' 新川文化ホール(入場無料)

31 (:水)

9・30'"'-'

9:30'"'-' 

16 (火)魚津市立中学校卒業式

19後)魚津市立小学校卒業式

15 (.月)

17 (:水)
18 ~柄

R
P
 

本江つばめ

大雪がとけて、つくしが見え

始めると、待ちに待った春

ですね。みなさんにとって

良い春が訪れますように・・。

4月の入学式、入園式のお知らせ

小中学校4/6(火) 幼稚園(大町、経団)4/8(木)
※入学(入園)の通知が届いていない方は、

教育総務課(ii23-1044)までお問合せください。



も

炉問合せ先

魚津市健康センター

fi24-3999 

子育て支援センター

岱24-0415

国 休日
(診療時間/午前9時~午後5時)

当番医

予

防

は

お

早

め

に

!

「
花
粉
症
」
に
つ
い
て

花
粉
症
は
植
物
の

花
粉
が
原

因
で
起

こ
る
ア
レ

ル
ギ

ー
性
の

病
気

で、

遺
伝
的
な
素
因
に
加

え
て
住
環
境
や
食
生
活
な
ど
、

様
々
な
要
因
が
重
な
っ
て
起
こ

り
ま
す
。

ア
レ
ル

ギ
ー
性
の
病
気
は
、

自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く

な
い
と
き
に
症
状
が
悪
化
す
る

た
め
、

日
頃
か
ら
心
身
を
鍛
え

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

薄
着
の
習
慣
や
乾
布
摩
擦
な

ど
で
皮
膚
を
鍛
え
、
適
度
な
運

動
や
十
分
な
睡
眠
、

ス
ト

レ
ス

解
消
も
大
切
で
す
。

ま
た
、

食

事
は
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、

喫
煙

や
香
辛
料
、

飲
酒
を
控
え
る
と

い
っ

た
こ
と
も
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
生
活
習
慣
の
改
善
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

花
粉
症
の

医

7日(日)いなぱ小児科医院さ2A8Z

14日(日)桝崎クリニック芸2228品
本 江
222-7500 

院 友 道
824-7671 

28日(日)吉島内科クリニック芸22-88去

荷量

20日比)ピーチクリニック

21日(日)魚 病j章

診療日

治
療
は
な
ん
と
い
っ
て
も
早
め

に
開
始
す
る
こ
と
が
肝
心

で
す
。

気
に
な
る
症
状
が
あ
る
方
は
、

耳
鼻
咽
喉
科
等
の
医
師
に
相
談

1

し
宇
子
し
ょ
・つ
。

花
粉
を
吸
い
込
ま
な
い
た
め
の

ポ
イ
ン
ト

①
花
粉
飛
散
予
報
を
活
用
。

②
外
出
は
な
る
べ
く
控
え
る
。

③
外
出
の
際
は
め
が
ね
、

マ
ス

ク
、
帽
子
、
コ

l
ト
を
着
用

す
る
。

④
洗
濯
物
や
布
団
は
な
る
べ
く

室
内
で
干
す
。

⑤

コ
ー
ト

は
家
に
入
る
前
に
脱

ぎ
、

体
の
花
粉
を
は
ら
っ
て

か
ら
家
に
入
る
。

⑥
帰
宅
後
は
・
つ
が
い
、
手
洗
い
、

洗
顔
を
す
る
。

ヘペ

r
コざ-

q
p-
ド
『
ι
i

c

T114
7
 

医

7日(日)小森歯科医院 副 jj?1TI
科歯診療日

14日(日)小泉歯科医院 副問自

20日出佐伯歯科医院 副 i訪問
21日(日)辻歯科医院zm
28日(日)やすだ歯科 EJTA31
新川地区休日夜間急患医療センター

(黒部消防署向側 fi54-0731) 

診療時間/午後7時"-'11時

診療科目/内科・小児科 ・外科

3
月
1
日
j

7
日
は
子
ど
も
予
防
接
種
週
間

麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

日
本
は
諸
外
国
か
ら
麻
し
ん
の
輸
出

国
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
予
防
接

種
は
、
接
種
率
を
上
げ
、
麻
し
ん
の
根

絶
を
め
ざ
す
目
的
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
週
間
は
日
曜
日
に
も

予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

実
施
日

3
月

7
日
同

時

間

午
前

9
時
(
)
ロ
時
初
分
、

午
後

3
時
1
5
時

実
施
施
設

い
な
ば
小
児
科
医
院

2
n
・
8
8
8
8

宮
本
内
科
小
児
科
医
院

包
幻

・
0
1
2
2

実
施
予
防
接
種

麻
し
ん
、
風
し
ん

対

象

生
後
ロ
(
)
卯
か
月
児
で
、
受

け
よ
う
と
す
る
予
防
接
種
が

未
接
種
で
、
そ
れ
ら
病
気
に

か
か
っ
て
い
な
い
児

※
予
約
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

~栄養と健康について楽しく学びませんか 7"-'隣諸酸橿極構1垣頭銅
定員 3 5名会場健康センタ-

講義及び実技
(13:00，..，." 14:30) 

健康チェ ックをしよう

加工食品や外食の栄養成分表示

とその利用について

健康づくりと運動「歩こう会」の予定です。(調理実習はありません)

栄養学E 野菜 ・大豆製品を食べよう 衛生的に食品を扱うために

骨粗震症・貧血について カルシウム・鉄分のとれる食事 歯の健康について

生活習慣病とは?1 生活習慣病を防こう 生活習慣病とは ?II

糖尿病について 糖尿病食とは? 糖尿病と食生活

健康的な生活とは? お正月料理 冬場の運動(実技)

年代別の食事について 年代別の食事 献立をたてよう I

献立をたてよう E お弁当料理 あなたもできるボランティア

一年代別食事一献立発表会 開講式・反省会

健康センター惨申込み・問合せ先

調理実習と試食
(10:40"""'13:00) 

バランスのよい献立

(9:30""'" 10:30) 講義実施予定日

オリエンテーション開講式、4月27日(火)

~~ 

うす昧の料理の工夫栄養学 I5月11日(火)

6月 4日(金)

7月 6日(火)

9月21日(火)

10月26日(火)

11月30日(火)

12月14日(火)

1月25日(火)

2月15日(火)

3月15日(火)



母子保健 (必要|母子手帳、予防接種者は予診票)

会場健康センター
掛す〈す三ゃAii気

<IL 

受付時間

健 4 か月児健診
第 1子

満 4か月児 4日(木)扇13:00"'-' 13:15 
康股関節脱臼検診 2子以降

1 3: 1 5"'-' 1 3:30 

吾日八診 1歳 6か月児健診 平成14年8月生まれの児 9日(火)13:00"'-' 13:30 
査
3 歳 1ft. 健 ロ芸会:;.- 平成12年9月生まれの児 24日(水)13:00"'-'13:30 

教すくすく教室 生後 8'"'-'10か月児 5日(劃 9:30"'-' 9:45 

室マタニティセミナー 妊婦とその家族 19日(金) 9:00"'-' 9:15 
(8コース出産・育児編)

広のびのび広場 9:30"'-' 11 :00 乳幼児とその家族 24日(水)

場赤ちゃん広場 強制までの税とその家族 17日(水) 9:30"'-' 11 :00 

Z接 ツベルクリン反応検査 10日(水)
生後3"'-'48か月 13:00"'-' 14:00 

種 B C G 接種 12日(金)

実施日対象者等
円今、

合内

~.@) L r: 

筆(
ながせき lま

長勢紀穂ちゃん

親子で楽しもう!リズム体操
日時 3月 18日(木) 10:15"'-'11:30 

会場健康センタ一

対 象 1歳以上のお子さんと
その家族(先着25組)

b申込み・問合せ先 子育て支援センター

おおさわかずひと

大津一仁くん

相談会• 教室
場

機能訓練 ~ 個別 2.9.16.23刊9:30"，-，11 :30 
集団 11 ，18日(木) 健康センター

健康運動相談会 17日(水) 13:00"'-' 13:30 

健康相談会 2日(火) 9:30"'-' 1 0:00 本 江公民 館

対象 高血圧・高脂血症・ 3日(水) 13:30"'-' 14:00 健康センター
糖尿病などが心配な方
(健康手帳を持参ください) 10日(水) 9:30"，-， 1 0:00 村木公民館

A
S
A
 

間時日施実容内あとびっこ相談会 岳

3月 12日(金) 13:30"'-'15:30 

新川厚生センタ-魚津支所

アトピ-性皮膚炎のお子さ

んとその家族

内 容 皮膚科医師の講話と座談会

惨問合せ先

新川厚生センター魚津支所 H24-0359 

時

場

象

日
会
対

あ
な
厄
に
老
で
き
る

A
U
A厄
A
介
護
予
防

日
い
ち
に
ち
と
春
め
い
て
き
ま
し
た
。

散
歩
に
出
か
け
る
前
に
、
お
家
で
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

し
て
、
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う
。

-・E蓋霊r~lIlD~:gaOejlJヨ璽

両膝を立った状態から外に開きま

す。痛みのある場合は無理に聞か

ないように。

白
住

地

区

運

行

日

天

神

3
月
2
日

ω

鹿

熊

3
月
3
日
附

上

中

島

3
月
4
日
同

※
上
中
島
地
区
の
次
回
運
行
は

予
定
を
変
更
し
て

4
月
幻
日

片

貝

坪

野

下

中

島

上

野

方

西

布

施

3 3 333 
月月月月月
18 16 11 10 9 
日日日日日
(木)ω(木)依)例

*百楽荘では福祉パスの運行日にあ

わせて、介護予防教室を行ってい

ます。ぜひご利用ください。

-j出m百n:Jgr:~・立;吾ヨ~Gil~_i~3原軍司

守弘之三
両手を前に出して、お尻を後ろにつ

き出すようにします。

ふ
れ
あ
い
無
料
入
浴
デ
イ

※
苅
歳
以
上
の
方
が
対
象

日
時

3
月
4
日
同

午
後

2
時
か
ら

5
時

下
回
温
泉
(
本
町
)

場
所

V
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

(
市
役
所
l
階
)

岱
お
・

1
0
0
7



信
ヨ
仰
肝
ゆ
り
L
包
弘
ts
必

D
Mい

冬
が
終
わ
り
、
日
ご
と
に
暖
か
さ
が
増
す
早
春
。

長
い
冬
の
問
、
葉
を
落
と
し
て
休
眠
し
て
い
た
木
々

も
雪
解
け
と
と
も
に
活
動
を
始
め
ま
す
。
そ
ん
な

中
で
、
い
ち
早
く
花
聞
き
、
残
雪
の
斜
面
を
淡
い

黄
色
に
染
め
る
木
が
マ
ル
バ
マ
ン
サ
ク
で
す
。

マ
ル
パ
マ
ン
サ
ク
は
、
主
に
北
海
道
か
ら
本
州

の
日
本
海
側
に
分
布
し
、
太
平
洋
側
を
中
心
に
生

え
る
マ
ン
サ
ク
の
変
種
で
す
。

マ
ル
バ
マ
ン
サ
ク

は
幹
が
柔
軟
で
、
深
い
雪
に
逆
ら
わ
ず
折
れ
に
く

い
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
日
本
海
側
に
分
布
す

る
樹
木
に
は
、
こ
の
よ
う
な
柔
軟
性
を
持
つ
も
の

が
多
く
、
多
雪
環
境
に
適
応
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

戸製苅ゴ…I件I斜|

ノ

マ
ル
バ
マ
ン
サ
ク
の
ほ
か
、
春
浅
い
山
で
黄
色

い
花
を
咲
か
せ
る
木
に
、
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
や
キ
プ

シ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
は
小
さ
な

花
の
集
団
が
枝
い
っ
ぱ
い
に
咲
き
、
光
の
加
減
に

よ
っ
て
木
が
黄
金
色
に
輝
く
よ
う
に
見
え
ま
す
。

房
状
に
咲
く
キ
プ
シ
の
淡
黄
色
の
花
に
は
、
早
春

の
柔
ら
か
い
陽
光
が
よ
く
似
合
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
木
々
は
、
地
表
に
花
開
く
キ
ク
ザ
キ
イ
チ
ゲ
な

ど
の
早
春
季
植
物
(
昨
年
4
月
号
掲
載
)
と
と
も
に
、

花
の
之
し
い
季
節
に
活
動
す
る
昆
虫
た
ち
に
蜜
を

提
供
し
、
花
粉
を
運
ん
で
も
ら
う
の
で
し
ょ
う
。

(
写
真
と
文

埋
没
林
博
物
館
学
芸
員

石
須

秀
知
)

-
-
備
蓄
れ
急

E
f
-
-

圃

4
m
T
r
'
T
?ロ
刀

陛
園

田

V
ご
報
告
を
ひ
と
つ

、

1
月
号
の
特
集
で

取
り
上
げ
た
マ
ラ
ソ
ン
の
間
野
選
手
は

2

月

8
日
の
東
京
国
際
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し

自
己
タ
イ
記
録
で
ゴ

l
ル
。
あ
と

1
秒
早

け
れ
ば
自
己
新
記
録
だ
っ
た
だ
け
に
ち
ょ
っ

ぴ
り
悔
し
そ
う
で
し
た
が
、
全
力
を
尽
く

し
た
爽
や
か
な
笑
顔
で
家
族
と
喜
び
を
分

か
ち
合
っ
て
い
ま
し
た
。

V
さ
て
、
手
前

味
噌
で
は
あ
り
ま
す
が
、
先
日
行
わ
れ
た

富
山
県
の
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

魚
津
市
は
広
報
誌
部
門
で
入
選
(
市
の
部
で

第

2
位
)
、
写
真
の
部
で
特
選
(
県
内
お
市

町
村
で
第

1
位
)
と
い
う
高
評
価
を
頂
き

ま
し
た
。

V
広
報
う
お
づ
は
今
回
で
節
目

の

7
0
0
号
。
良
い
記
念
と
な
り
ま
し
た

が
、

こ
の
受
賞
に
慢
心
す
る
こ
と
な
く
、

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
み
な
さ
ん
に
「
読
ん
で

お
か
な
く
ち
ゃ
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
広
報

誌
J

つ
く
り
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
(
よ
)

※
左
は
受
賞
写
真
昨
年

2
月
号
表
紙

- $0)置盟国

( -17) 

(-27) 

( -44) 

( -16) 

(平成 16年 1月末現在)

世帯数 15，838世帯

22，698人

24，306人

47，004人

女

計

男

※カッコ内は前月対比
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